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                       ※ 自彊前進…自ら努め励み、前に進むこと 

（校歌３番の文言から） 

                                             

全校道徳より 

  
 上記は、実話であり、先日実際に地域の方からいただいたお電話を基に作成した、自作教材です。 
 附中生の素晴らしい点をたくさん知っている附属中学校の教員にとって、このような電話をいた
だくのはとても残念でなりません。今回この電話に対応した教員も悔しさをにじませていました。 
附属新潟中学校では、５０周年の際、全校で何度も議論を重ね、制服の自由化に踏み切りました。

また、遠方からの通学や公共の交通機関を使う生徒が多く、緊急事態にかかる連絡をとることもあ
るかもしれないということから、申請した生徒に限り携帯電話の持参を認めています。 
このことが意味すること、それは、「自由」というよりはむしろ「自制」です。 

公立中学校の生徒が、登下校時に買い食いをしたり、ゲームセンターに行ったりすることはほと
んどありません。なぜなら、制服を着ているからです。制服を着ていることが、自制心を生みます。
また、公立中学校の生徒は、携帯電話を持参することがありません。 
それに対して、附属新潟中学校の生徒は、公私の境目がはっきりとしていない状況にあります。

家にいるときと同じ服装、持ち物を身に付けているからこそ、常にＴＰＯを踏まえた行動が求めら
れます。つまり、公立中学校の生徒よりも自制しなければならない状況が多いのです。ここにも、
当校に通学する意義があります。 
地域の方々にとっては、たまたま見かけたあなたの言動が、附属新潟中学校に対するイメージを

形作ります。緊急時にしか使用できない携帯を操作し、音楽を聴いたりしてはいないでしょうか？
道いっぱいに広がって歩いていませんか？今一度、校内だけでなく、校外での自分の行動を振り返
り、ＴＰＯに合わせた行動ができているか見つめ直しましょう。 

 先日、父母教師会の生徒育成委員会から配布された「ひまわり通信」に、下校時の街頭視察の報
告が掲載されていました。良い姿もたくさん報告されていましたが、「バス車内でのマナー・携帯
電話の使用についてもう一度考えてもらいたい」という厳しいご指摘がありました。今一度参照し、
自らの行動を見つめ直してほしいと思います。 
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な
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通
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話
を
し
て
い
た
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